
私塾咸宜園と天領日田

ー学びの町の原風景ー

史跡咸宜園跡（秋風庵） 咸宜園教育センター



・江戸時代 265年の「平和」

１６０３－徳川家康征夷大将軍
１８６８－明治維新

・世界が認めた「江戸の文化」

・その基底を支えた「江戸の教育力」

はじめにー今なぜ「江戸」なのか



葛飾北斎（1760～ 1849）

歌川広重（1797～1858）



ゴッホ （1853～1890） モネ （1840～1926）



・江戸時代の日本は当時の西欧諸国と比べ
ても高い教育水準をもっていた。

・「江戸の教育力」を支えたのが 諸藩の
藩校、私塾、寺子屋などであった。

１ 江戸時代の文化と教育力
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日本遺産 近世日本の教育遺産群 2015年認定

日本最大の藩校 弘道館（水戸市） 学問教育の源流 足利学校（足利市）

日本最古の郷校 閑谷学校（備前市）



適塾（大阪市） 松下村塾（萩市）

江戸時代には約3600箇所の私塾が確認されて
いる。私塾では教育の方法や入門・卒業等の進
退は塾主と塾生の自由意志に任せられていた。

２２ 江戸時代の私塾－学ぶ自由と教える自由



３ 日本最大の私塾 咸宜園

1817年（文化14）、広瀬淡窓が日田に開いた私塾咸
宜園には全国から延べ約5000人が入門、近世日本
最大の私塾となった。



広瀬淡窓
淡窓は安政３年（1856）
まで、約50年間 咸宜園
で教えた。優れた漢詩人
としても知られる。

広瀬旭荘

淡窓の末弟。 大坂・江
戸で塾を開いた。この
間諸国を巡遊した。
詩人としても著名。



咸宜園絵図（広瀬資料館蔵）

東塾

西塾



東塾西塾

秋風庵



史跡咸宜園跡発掘調査状況



発掘調査等で復元される咸宜園のイメージ



永山城跡（月隈公園）・永山布政所跡



豆田町中村家跡発掘状況



あの江戸時代に
なぜ「日田の咸宜園」だったのか

・徹底した実力主義・平等主義の教育

・年齢、学歴、身分を不問とする三奪の法

・月ごとに学習成績を評価・公表する月旦評



明治4年（1871）の月旦評 慶応２年（1867）の月旦評

月旦評
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淡窓の生家広瀬家には咸宜園の入門簿 約4800通が残さ
れている。

「咸宜園入門簿」の語るもの



咸宜園入門者の出身地別人員

咸宜園



咸宜園入門簿による入門者の個人別データ



陸奥国からの入門者



菊池祐義（釈祐音）の碑（青森県つがる市・慶應寺）

撰文 廣瀬青邨



江戸末期の豆田・隈の町はともに人口1000人余り。
一方、咸宜園の入門者は200人を超え、その多くは他
国（藩）からのいわば留学生であった。

日田の人々は物心両面で咸宜園と塾生たちを支援し、
淡窓はたびたび町家に出かけて講義や詩会を開いた。

日田は多くの留学生たちが学ぶ学園都市の様相を呈
していた。

４ 咸宜園と学びの町日田



西国筋郡代と日田町の繁栄

日田には西国筋郡代が置かれ豆田・隈町の商家は
諸大名の御用達や掛屋として資本を蓄積した。
そうした中で日田には独自の文化が育まれていた。
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咸宜園ではしばしば放学し周辺の野山にでかけ
た。それは日田の風物と旧跡等を塾外のキャンパ
スとして活かした教育であった。
地域の人々はこの遊山を快く受け入れていた。

５ 淡窓・咸宜園の「放学・遊山」
ー日田の野山に遊び学ぶー





６ その詩文で読む淡窓の人間像
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・淡窓は生涯を日田に生きた。

・中央に対する地方という意識は
ほとんどなかった。

・「地方」にあることのハンディと
アドバンテージと

おわりに
ー淡窓にとっての「中央」と「地方」


